
厚生労働省 

◆不活化ポリオワクチンは、今年末頃から順次、国内導入のための申請（薬事承認申請）が、 

 開発企業によって行われる予定です。 

◆不活化ポリオワクチンの国内導入は、可能な限り迅速に行いますが、早くても、2012 

 （平成24）年度の終わり頃になる予定です。 

不活化ポ リオ ワ ク チ ンの導入は 、  

可能な限 り迅速に行いますが 、  
早 くても 、 2 0 1 2 ( 平成 2 4 ) 年度の終わり頃の予定です 。  

◆ポリオの流行のない社会を保つためには、ワクチンの接種が必要です。 

◆不活化ポリオワクチンを導入するまで、ポリオワクチンを接種せずに様子をみる人が増える 

 と、免疫をもたない人が増え、国内でポリオの流行が起こってしまう危険性があります。 

 ○たとえば、2011（平成23）年の秋に生後６か月の乳児が、2012（平成24）年度末まで 

  ワクチンの接種を受けずにいると、２歳になるまでずっと、ポリオに対して免疫のない状態 

  になってしまいます。 

不活化ポリオワクチンの導入まで、  

ポリオワクチンの接種を待つことは、おすすめできません 。  

保 護 者 の 皆 様 へ 

◆日本では、2000年にポリオの根絶を報告しましたが、世界には、今でも流行している地域が 

 あり、渡航者などを介して感染はどの国にも広がる可能性があります。 

 ○パキスタン、アフガニスタンなどの南西アジア、ナイジェリアなどのアフリカ諸国では、 

  今でも流行がみられます。 

 ○いったんポリオが根絶された中国やタジキスタンなどでも、最近流行が起こったことが報告 

  されています。 

◆このため、ポリオの根絶に向けて、世界中でワクチンの接種が行われています。 

 ○きちんとワクチンを接種し、ほとんどの人が免疫をもてば、海外でポリオが流行しても、 

  国内での流行を防ぐことができます。 

ポ リ オ ワ ク チ ン を 接 種 す る こ と が 、  

ポ リ オ を 予 防 す る 唯 一 の 方 法 で す 。  

ポ リ オ の 予 防 に は 、  

ポ リ オ ワ ク チ ン の 接 種 が 必 要 で す 。  



◆生ポリオワクチンには、ごくまれにですが、接種の後、手足などに麻痺（まひ）を起こす場合 

 があることが知られています。 

 ○「生ワクチン」はウイルスの病原性を弱めてつくったワクチン、「不活化ワクチン」は 

  ウイルスを不活化して（＝殺して）つくったワクチンです。 

 ○麻痺を起こした事例は、最近では 

   ・生ワクチンを接種した人では、10年間で15例（100万人の接種当たり約1.4人に相当） 

   ・周囲の人では、５年間で１例（いわゆる「２次感染」） 

  が認定されています。 

◆現在、複数の企業によって不活化ポリオワクチンの開発が進められており、実際に人に接種 

 して安全性や有効性を確認する「治験（ちけん）」が行われています。 

 ○ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオの４種を混合したワクチン（DPT-IPV）や 

  不活化ポリオ単独のワクチンの治験などが進んでいます。 

◆厚生労働省では、不活化ポリオワクチンを国内に導入する際には、できるだけ速やかに定期 

 接種として広く実施できるよう、生ワクチンからの移行の方法などの検討を始めています。 

で き る だ け 早 く 、  

不 活 化 ポ リ オ ワ ク チ ン へ 切 り 替 え ら れ る よ う  
取 り 組 ん で い ま す 。  

◆生ポリオワクチンを接種してから１か月程度は、ウイルスが便の中に出ています。 

 ○特に初回接種の後１～２週間目に、便中のウイルス量が最大になるという報告もあります。 

◆この期間、おむつ交換の後などには十分に手を洗うなどして、便の中のウイルスが他の人の 

 口に入らないように気をつけ、感染の危険性を尐しでも小さくしましょう。 

◆また、生ポリオワクチンの２次感染を防ぐには、地域内のすべての乳児が一斉に接種を受ける 

 のが、最も安全性の高い方法です。お住まいの市町村がご案内する時期に接種を受けることを 

 おすすめします。 

生 ポ リ オ ワ ク チ ン の 接 種 を 受 け た 後 は 、  

手 洗 い な ど に 気 を つ け ま し ょ う 。  

【 】 
ポリオワクチンに関する情報は、厚生労働省ホームページでご案内しています。 
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ポ リ オ の 予 防 に は 、  

ポ リ オ ワ ク チ ン の 接 種 が 必 要 で す 。  



ポリオワクチンに関する Q＆A 

平成 23 年 10 月 4 日版 

問１．ポリオってどんな病気ですか？ 

問２．生ポリオワクチンと不活化ワクチンはどう違うのですか？ 

問３．生ポリオワクチンによる麻痺はどのくらい発生しているのですか？ 

問４．ポリオワクチンを接種していないと、ワクチンを接種した子から感染してポリ 

オになることがあると聞きました。どうすればよいのでしょうか。 

問５．日本ではもうポリオは発生していないのに、ポリオワクチンの接種が必要な 

のですか？ 

問６．不活化ポリオワクチンに切り替わるのはいつ頃ですか？ 

問７．不活化ワクチンに切り替わるまでの間、接種しないで待っていたほうがよい

のですか？ 

 

問１．ポリオってどんな病気ですか？ 

・ポリオは、人から人へ感染します。 

ポリオは、ポリオウイルスが人の口の中に入って、腸の中で増えることで感染します。増

えたポリオウイルスは、再び便の中に排泄され、この便を介してさらに他の人に感染します。

成人が感染することもありますが、乳幼児がかかることが多い病気です。 

 

・ポリオウイルスに感染すると手や足に麻痺があらわれることがあります。  

 

ポリオウイルスに感染しても、多くの場合、病気としての明らかな症状はあらわれずに、 

知らない間に免疫ができます。 

しかし、腸管に入ったウイルスが脊髄の一部に入り込み、主に手や足に麻痺があらわれ、

その麻痺が一生残ってしまうことがあります。 

   麻痺の進行を止めたり、麻痺を回復させるための治療が試みられてきましたが、現在、残 

念ながら特効薬などの確実な治療法はありません。麻痺に対しては、残された機能を最大

限に活用するためのリハビリテーションが行われます。 

 



問２．生ポリオワクチンと不活化ポリオワクチンはどう違うのですか？ 

 

・生ポリオワクチンには、病原性を弱めたウイルスが入っています。 

 

「生ワクチン」は、ポリオウイルスの病原性を弱めてつくったものです。ポリオにかかったと

きとほぼ同様の仕組みで強い免疫ができます。免疫をつける力が優れている一方で、まれ

にポリオにかかったときと同じ症状が出ることがあります（問３参照）。 その他、麻しん（はし

か）、風しん（三日ばしか）のワクチン、結核のＢＣＧが生ワクチンです。 

 

・不活化ワクチンは、不活化した（殺した）ウイルスからつくられています。 

 

「不活化ワクチン」は、ポリオウイルスを不活化し（＝殺し）、免疫をつくるのに必要な成分

を取り出して病原性を無くしてつくったものです。ウイルスとしての働きはないので、ポリオと

同様の症状が出るという副反応はありません（ただし、発熱など、不活化ワクチンにも副反

応はあります）。その他、百日せき、日本脳炎のワクチンが不活化ワクチンです。 

 

 

問３．生ポリオワクチンによる麻痺はどのくらい発生しているのですか？ 

 

・ポリオの予防接種を受けた人の中には、ポリオにかかった時と同じような麻痺を生

じることがあります。 

 

現在、日本国内で（公費での）予防接種に使っているワクチンは生ポリオワクチンです。

入っているウイルスは病原性を弱めているとはいえ生きていますから、ウイルスが変化する

など何らかの要因で、ポリオにかかった時と同じように、手や足に麻痺があらわれることが

まれにあります。 

 

・ポリオの予防接種を受けた人の中で、ポリオによる麻痺の可能性があると認定さ

れたのは、最近の 10 年間では 15 人（100 万人への接種当たり約１.４人）です。 

 

ポリオの予防接種を受けた人の中で、予防接種健康被害救済制度に申請し、ポリオによ

る麻痺と認定された人数は、2001（平成 13）年度～2010（平成 22）年度の 10 年間で、 

15 人です。日本では、１年に概ね 110 万人がポリオの予防接種を受けていることから、 

100 万人の接種当たり約１．４人に相当します。 

 



問４．ポリオワクチンを接種していないと、ワクチンを接種した子から感染して

ポリオになることがあると聞きました。どうすればよいのでしょうか。 

・極めてまれですが、生ワクチンの接種を受けた人の周囲の人が、ポリオになること

があります。 

予防接種を受けた人と接触した人の中にも、ポリオと同じ様な麻痺などの症状があ

らわれることがあります。これは、生ポリオワクチンに含まれるウイルスが予防接種

を受けた人の便の中に出て、周囲の人に感染したことによるものです。このような２次感染

は、2006（平成 18）年度～2010（平成 22）年度の間に日本全国で１人の報告がありました。

ポリオの予防接種を受けていないご家族など、ポリオウイルスに対する免疫を持っていない

人は、ウイルスに感染する可能性が高く、麻痺の症状が現れる可能性がより高いと考えら

れます。 

 

・生ワクチンの予防接種を受けて１カ月程度は、ウイルスが感染しないよう乳児の

便の処理などに細心の注意を払いましょう。 

予防接種を受けてから１カ月程度はウイルスが便の中に出ています。特に初回接種の後 

１～２ 週間目に、便中のウイルス量は最大になるという報告もあります。この期間、おむつ

交換の後などには十分に手を洗うなどして、便の中のウイルスが他の人の口に入らないよ

うに気をつけ、感染の危険を尐しでも小さくすることをおすすめします。 

また、生ポリオワクチンからの２次感染を防ぐには、地域内の全ての乳児が一斉に接種

を受けるのが、最も安全性の高い方法です。お住まいの市町村がご案内する時期に接種を

受けることをおすすめします。 

 

問５．日本ではもうポリオは発生していないのに、ポリオワクチンの接種が必

要なのですか？  

・予防接種によってポリオの大流行を防ぐことができました。 

 日本では、1960（昭和 35）年に、ポリオ患者の数が５千人を超え、かつてない大流行となり

ましたが、生ポリオワクチンの導入により、流行はおさまりました。1980（昭和 55）年の１例を

最後に、現在まで、野生の（ワクチンによらない）ポリオウイルスによる新たな患者はありま

せん。 

 



・今でも、海外から、ポリオウイルスが国内に入ってくる可能性があります。 

 海外では依然としてポリオが流行している地域があります。パキスタンやアフガニスタンな

どの南西アジア、ナイジェリアなどのアフリカ諸国です。また、これらの国の患者からの感染

により、タジキスタン、中国など他の国でも発生したという報告があります。 

 ポリオウイルスに感染しても、麻痺などの症状が出ない場合が多いので、海外で感染した

ことに気がつかないまま帰国（あるいは入国）してしまう可能性があります。症状がなくても、

感染した人の便にはポリオウイルスが排泄され、感染のもととなる可能性があります。 

・ポリオに対する免疫をもつ人の割合が減ると、流行する危険があります。 

 仮に、ポリオウイルスが日本国内に持ち込まれても、現在では、ほとんどの人が免疫を持

っているので、大きな流行になることはないと考えられます。シンガポール、オーストラリアな

ど、予防接種率が高い国々では、ポリオの流行地からポリオ患者が入国しても、国内での

ウイルスの広がりがなかったことが報告されています。しかし、予防接種を受けない人が増

え、免疫をもつ人の割合が減ると、持ち込まれたポリオウイルスは免疫のない人からない人

へと感染し、ポリオの流行が起こる可能性が増加します。 

 

問６．不活化ポリオワクチンに切り替わるのはいつ頃ですか？ 

・全てが順調に進んだ場合でも、不活化ポリオワクチンの導入は、早くても 2012

（平成 24）年度の終わり頃になる予定です。 

ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオの４種混合ワクチン（DTP-IPV）は、国内で開

発が進められていて、今年末頃から順次、各メーカーからの薬事承認のための申請が行わ

れる予定です。全ての手続きが順調にいった場合でも、国内での導入は早くても2012（平成

24）年度中になる予定です。また、ＤＰＴ－ＩＰＶの導入から近い時期を目指して、単独の不活

化ポリオワクチンの導入も進められています。 

・厚生労働省では、不活化ポリオワクチンへ円滑に移行するための準備にとりか

かっています。 

不活化ポリオワクチンが国内で導入された場合には、できるだけ速やかに、予防接種法

に基づく定期接種として実施したいと考えています。生ワクチンから不活化ポリオワクチンに

円滑に移行できるよう、厚生労働省では、今年８月に「不活化ポリオワクチンへの円滑な移

行に関する検討会」を設置し、移行の方法などの検討を始めています。 

 



問７．不活化ワクチンに切り替わるまでの間、接種しないで待っていたほうが

よいのですか？ 

・今でも、海外からポリオウイルスが国内に入ってくる可能性があります。 

海外では依然としてポリオが流行している地域があります。パキスタンやアフガニスタン

などの南西アジア、ナイジェリアなどのアフリカ諸国です。また、これらの国の患者からの感

染により、タジキスタン、中国など他の国でも発生したという報告があります。 

 ポリオウイルスに感染しても、麻痺などの症状が出ない場合が多いので、海外で感染して

も感染したことに気がつかないまま帰国（あるいは入国）してしまう可能性があります。症状

がなくても、感染した人の便にはポリオウイルスが排泄されて、感染のもととなる可能性が

あります。 

・不活化ポリオワクチンの導入まで、ポリオワクチンの接種を待つことはおすすめ

できません。 

不活化ポリオワクチンが導入されるまで、ポリオワクチンを接種せずに様子をみる人が増

えると、免疫をもたない人が増え、国内でポリオの流行が起こってしまう可能性が増加しま

す。ポリオ流行のない社会を保つためには、ワクチンの接種が必要です。 

生ポリオワクチンの２次感染を防ぐには、地域内で全ての乳児が一斉に接種を受けるの

が、最も安全性の高い方法です。お住まいの市町村がご案内する時期に接種を受けること

をおすすめします。 
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